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阪大 ･理 伊 達 宗 行
§1. はじめに
1-1 基本的な物理量のひとつである磁場は,小は心臓のJL､電流の作る極微小磁場から,地
球表面の地磁気 (-5×10~10｡),普通の磁石 (-104 oe)を経て,大は中性子星表面に
存在するといわれている10120｡という途方のない大きさまでにわたっている｡微小磁場の下
での物性の研究はジョセフソン効果を利用したSQUIDを用いて最近飛躍的に進展した｡一方,






















KOeの磁場を作 り上げた(1924年 )｡ そのすぐ後Walは,3KV,4KJのキャパシター ･
バンクをェネルギー源とするパルスマグネットで,200KOeの磁場を得た(1926年 )｡それ
からMITのBitterによる組織的な研究が行われ,新方式のピッタ一 ･コイルで最高250KOe





































f.(rl)-((K2+ 1)/(K2-1)lf,K- r2/rl (2)
ここでJはシリンダー内圧で,磁場のときは(1)式に等しい｡コイルが壊れないためには,右
が材料強度内に収まらねばならない｡従ってコイルの限界磁場Hoは,













ルに働 く力は,そこの電流密度 乙2とその場所の磁場 (外側の磁場 hlと自分の作る磁場 h20?和)
との積,つまりi2(hl+h2)に比例することを意味する｡(i2を磁場のディメンジョンで表わ



















この式からr0-10cmとして,仮に地球大のコイルを作ったとしても別 ま- 4HM 程度にしか
ならない !(このことは(3)式でK=1とすればH.～0となることで理解出来よう｡)
さて上述の原理に基いた小型の4層モデルマグネットがいくつか試作されテストされた｡そ










ージング鋼 (maragingsteel)を使 う｡ この特殊鋼はアメリカの宇宙ロケットのエンジンに用い
られ,我国でもウラ/超遠心分離機に対する需要から最近になって生産されるようになった0
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0･6で飽和磁化が消失しているようであるo ∬｡< ∬< 1･0の領域では有限温度でメタ磁性転
移が起っている｡8)
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有名なCoC12･2H20の横磁化過程であるO この物質はb軸 (容易軸 )方向で2段階のメタ
磁性転移を起こすことはよく知られているが,横磁化については充分には研究されていなかっ
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に対するZeeman効果にっいてみてみよう｡ 測定は optica1multichannelanalyzer(OMA )を用
いて 10図に示すや り方で行われる｡ 光パ ルスとOMAのゲー トは,磁場パルス最大の所で開か
れるので,最大磁場でのZeeman効果が観測 される｡ 10図にNaのD線のZeemanスペクトルが
示 されている｡500KOeでのスペク トルは明瞭にPaschen-Back効果を示 している｡ 同様な実
験がルビー単結晶でも行われたoよく知 られている様に,ルビーの RlとR2線は鋭 く, レーザ
ーに用いられるo堀らは11図に示 されるようなZeemanスペクトルを発見 した012) Rl,R2ラ
イン間のmixingによる効果が存在 し,高磁場領域では Paschen-Back効果があることがわかる｡
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付記 )この講義ノー トは11月 13日,京都大学理学部化学教室においてなされた内容をまと
めたものである｡
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